
鞍掛山は標高８９７ｍの比較的気軽に楽しむことのできる山です。頂上
からは間近に岩手山を仰ぐことができ、交流の家から鏡で合図を送ると遙
か遠くからキラキラした光を見つけることができます。指導員もつくので、
初心者や低学年でも安心です。是非、親子の交流にご参加ください。



１　趣旨

２　主催

３　共催

４　協力

５　期日

６　会場

７　対象及び定員

８　日程

※天候等によりプログラムを変更する

場合があります。

9 登山活動

10

11

12

13

○ 　持ち物や日程につきましては，2次案内であらためてご案内いたします。

○

講師：国立岩手山青少年交流の家登山指導員

【5月11日(土）】　　※予備日　5月12日（日）

内容

参加費

持ち物

募集〆切及び申し込み方法

○弁当，行動食（飴やチョコレートなど），水筒またはペットボトル飲料，リュック， 活動しやすい服装（長袖，長ズボン）
　　※シャツ類はポリエステル生地がよい，登山靴またははき慣れた運動靴，雨具（カッパ※なるべく上下セパレート），タオル，帽子，手袋（軍手など），敷物，ビニル袋

9:45

その他

○一人　200円　（保険代）

14:009:00 9:30

　親子鞍掛山登山・夏　開催要項

14:30

（１）受付期間
　　　　2019年4月8日（月）～4月19日（金 ）
（２）申込方法　※①もしくは②の方法でお申し込みください。
　　①国立岩手山青少年交流の家のホームページ上から申し込みフォームにアクセスし，必要事項を入力して申し込む。
　　②はがきで申し込む。

みちのく「体験の風をおこそう」運動推進協議会

独立行政法人国立青少年教育振興機構　国立岩手山青少年交流の家

2019年5月11日(土）　　【日帰り】　　　予備日　5月12日（日）

鞍掛山(897m)　　　　登山口：たきざわ自然情報センター・相の沢キャンプ場（滝沢市鵜飼安達114-7）

幼児・小学生とその保護者　30組　80名程度

解
散

美しく雄大な自然に触れながら，登山および清掃活動の体験をとおして，親子の絆を深め，健やかな成長と豊かな人間性を育てるとともに，
「体験の風をおこそう」運動に対する気運を高める。

2019年度　みちのく「体験の風をおこそう」運動推進事業  テンパークファミリーキャンプ

閉
会
行

事

　ご記入いただいた個人情報は，「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理
し，この事業に関する事務のみに使用し，法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。
　事業中に撮影した写真や制作物，感想文等を当機構の事業に関する報告書やホームページ，広報等に使用することがありますので，ご了承の上、
お申し込みください。（※写真撮影等で心配な方は，ご相談ください。）

受
付

開
会
行

事 鞍掛山登山

　登山口（相の沢キャンプ場）から西側コースを登り，頂上を目指します。途中，休憩を3回とります。頂上では，記念撮影をした後に，昼食をとります。
岩手山青少年交流の家から頂上に向けて「キラキラサイン」を送ります。下山は，東側コースを下り，相の沢牧野脇を通り，登山口に戻ってきます。初
めての方でも登山指導員が登山についてアドバイスしますので安心して参加できます。

滝沢市山岳協会

☆申し込み・問い合わせ先
国立岩手山青少年交流の家
（みちのく「体験の風をおこそう」運動推進協議会事務局）

〒020-0601 岩手県滝沢市後２９２
ＴＥＬ 019-688-4221 ＦＡＸ 019-688-5047

「テンパークファミリーキャンプ①親子鞍掛山登山」 係
担当：林田 健志 椎名 雄資

（注意）
往復はがきではなく、
普通のはがきで申し
込みください。

※応募多数の場合は,抽選になります。当選された方のみ,４月26日（金）までに2次案内を送付します。

 

  

はがきの書き方 

  

＜裏面＞ 

① 〒（郵便番号）と住所 

 

 

②参加する家族全員の氏名（ふりがな） 

 性別，年齢，小学生は学校名も 

 

③自宅電話番号 

 

 

④携帯電話番号（その所有者名） 

 

 

  （裏面） 

①  〒：住 所 

②  参加者 

・大人氏名・性別・年齢 

 ・子供氏名・性別・年齢 

  （小学生は学校名も） 

③自宅電話番号 

 

④携帯電話番号 

（所有者：      ） 

 

 

（表面） 
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